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中部総合事務所

『タケノコの生産拡大』
《タケノコの産地化に向けた経過》

Ｈ２３ タケノコ水煮加工設備を導入

学校給食で利用
（地産地消） ３０トン／年の需要

タケノコの産地化

《タケノコの産地化に向けた経過》

タケノコの産地化

供給体制の確立
栽培技術の確立

☞集荷組織の設立

☞栽培技術の普及

☞モデル竹林の整備

→「タケノコ栽培塾」の開催

現状の竹林では・・・・

・豊凶の差が激しく収穫量が不安定

《これまでの取組（「タケノコ栽培塾」の開催）》

・単位収量低く低品質

「堀取る」→「栽培する」

・低密度（傘を差して歩ける）
・1年生～5年生までが均等に配置
・施肥を実施
・ウラ止めを実施

<タケノコ栽培林>

《これまでの取組（「タケノコ栽培塾」の開催）》

<単位収量、品質 UP↑>
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《これまでの取組（「タケノコ栽培塾」の開催）》

年度 第一回 第二回 第三回 合計

H24 24 27 31 82

H25 23 23 26 72

合計 154

タケノコ栽培塾参加者　　　　 （単位：人）

技術力ある4名を・・・・

「とっとりタケノコ栽培士」として登録

《これまでの取組（「タケノコ栽培塾」の開催）》

供給体制の確立
栽培技術の確立

☞集荷組織の設立

☞栽培技術の普及

☞モデル竹林の整備

→「タケノコ栽培塾」の開催→「タケノコ栽培塾」の開催

☞モデル竹林の整備

タケノコの産地化

《これまでの取組（「タケノコ栽培モデル竹林」の整備）》

県道22号線
JR 山陰本線

湯梨浜町北福

至 泊インター

竹林所有者

タケノコ生産
グループ

普及員

・タケノコ生産
・竹林管理

規模拡大したい

マッチング

《これまでの取組（「タケノコ栽培モデル竹林」の整備）》

整備前整備後

《これまでの取組（「タケノコ栽培モデル竹林」の整備）》
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供給体制の確立
栽培技術の確立

☞集荷組織の設立

☞栽培技術の普及
→「タケノコ栽培塾」の開催

→「中部とっとりタケノコ振興会」
の設立

☞モデル竹林の整備☞モデル竹林の整備

タケノコの産地化

ＮＰＯ

地域協議会

個人グループ

個人持込み

《これまでの取組（「中部とっとりタケノコ振興会」）》

加工業者
＝振興会事務局

水煮加工施設市場・JA直売店

堀取りタケノコ 穂先タケノコ

B品、C品の出口対策

青果用（A品）
300～500円／kg

水煮用（C品）
70円／kg

水煮用（B品）
100円／kg

《これまでの取組（「中部とっとりタケノコ振興会」）》
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《これまでの取組（「中部とっとりタケノコ振興会」）》

タケノコ集荷量の推移（皮付）トン

振
興
会
活
動
の
開
始

タケノコの産地化

供給体制の確立
栽培技術の確立

☞集荷組織の設立

☞栽培技術の普及

☞モデル竹林の整備

《これまでの取組》

タケノコの産地化

供給体制の確立
栽培技術の確立

☞「振興会」の自立

☞栽培技術の普及と人材育成

☞タケノコ栽培林の拡大

《残された課題》

→タケノコ栽培塾、現地指導
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やらいや！タケノコ栽培塾
Ｈ２６．１０月

《今年度の取組「やらいや！タケノコ栽培塾」》

今年度12名のタケノコ栽培士が誕生
（合計16名）

タケノコ栽培塾参加者 （単位：人）

年度 第一回 第二回 第三回 合計

H24 24 27 31 82

H25 23 23 26 72

H26 24 26 31 81

合計 235

《今年度の取組 「現地指導」》

《今年度の取組 「現地指導」》

整備前

《今年度の取組 「現地指導」》

整備後

タケノコの産地化

供給体制の確立
栽培技術の確立

☞「振興会」の自立

☞栽培技術の普及と人材育成

☞タケノコ栽培林の拡大

《残された課題》

→タケノコ栽培塾、現地指導

→タケノコ栽培林の拡大

モデル竹林

《今年度の取組 「タケノコ栽培林の拡大」》

Ｈ２４

Ｈ２５

至 泊インター

竹林整備・タケノコ栽培意欲の波及

湯梨浜町原～北福

県道22号線

JR 山陰本線
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《今年度の取組 「タケノコ栽培林の拡大」》 《今年度の取組 「タケノコ栽培林の拡大」》

モデル竹林

《今年度の取組 「タケノコ栽培林の拡大」》

Ｈ２４

Ｈ２５

湯梨浜町原～北福

Ｈ２６

至 泊インター

県道22号線

JR 山陰本線

タケノコロード

タケノコの産地化

供給体制の確立
栽培技術の確立

☞「振興会」の自立

☞栽培技術の普及と人材育成

☞タケノコ栽培林の拡大

《残された課題》

→タケノコ栽培塾、現地指導

→タケノコ栽培林の拡大

→自立に向けた支援

《今年度の取組 「振興会の自立に向けた支援」》

Ｈ２４～Ｈ２６
中部発！やらいやタケノコビジネス支援事業

Ｈ２７ 廃止

○自主財源の確保（会費の徴収、補助金の活用）
○事業内容の取決め

《今年度の取組 「振興会の自立に向けた支援」》
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グループA

グループB

グループC

加工施設 学校給食

（普及員）

タケノコ栽培塾

マッチング活動
中部とっとり
タケノコ振興会

イベント

会費の徴収
（販売額の５％）

鳥取力創造運動支援補助金

「振興会」の自主運営

「振興会」のバックアップ

《今年度の取組 「振興会の自立に向けた支援」》
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《今後の取組》

トン

裏年 裏年

表年

振
興
会
活
動
の
開
始

青果用出荷 UP ↑
加工用出荷 DOWN ↓

タケノコ集荷量の推移（皮付）

《今後の取組》

グループA

グループB

グループC

加工施設 学校給食

新規生産者の拡大中部とっとり
タケノコ振興会

《今後の取組》

①登録

放置竹林を何とかしたいが
管理困難

竹林所有者 タケノコ生産グループ

タケノコ生産したいＮＰＯ等

①登録

②マッチング（お見合い）

④タケノコ出荷

③竹林整備・
管理技術の支援

タケノコ栽培士

県・市町

③竹林整備事業の指導

タケノコ振興会

タケノコんかつ（婚活）

各市町広報誌とともに
チラシを全戸配布
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《今後の目標》

振
興
会
活
動
の
開
始

コンスタントに３０トン以上の収量を目指す
トン

《最後に・・・》
とっとり情報誌「とっとりＮＯＷ」

特集記事
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《最後に・・・》
林業普及指導員中国・四国ブロックシンポジウム

最優秀賞を受賞!!

ご清聴ありがとうございました。

PRキャラクター
「ノッコロ」


